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雲南市立病院附属掛合診療所の概要について

筒　井　英　二

は じ め に

掛合診療所は、昭和33年に開設以来掛合地域の医療
拠点として、市の直営で運営を行ってきた。今後、市
内でも高齢化率が高い掛合地区では、開業医も少ない
中で、市民が安心して暮らすために、本診療所が果た
すべき役割は益々重要となる。しかし、診療所単独で
医療スタッフを確保、維持していくことが困難な状況
となり、平成27年より経営分析や今後の在り方につい
て検討を始め、平成28年からは医師の人事交流を開始
した。検討の結果、平成31年４月より経営統合し、雲
南市立病院附属掛合診療所として、今後の地域医療の
充実を進めていくこととなった（表１）。
今後は笠芳紀所長のもと、雲南市立病院地域ケア科
の医師を中心に、これまで以上に外来診療の充実を図
り、在宅医療（訪問診療、往診、在宅看取りなど）を
拡充し、掛合・吉田地域の医療を継続的に確保し、本
地域で主たる責任をもって診療にあたる診療所を目指
したい（図１）。
あわせて、当地域で必要とされる「公衆衛生（学校
医、産業医、予防接種等）」の機能を引き続き維持し
ていきたい。また、地域医療研修の協力プログラムと
して、研修医の受け入れも行っている。

外 来 診 療

外来診療においては、患者の病態に応じ高度で専門
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的な検査や治療が必要だと判断された場合には、診療
所から雲南市立病院へ紹介し、入院治療を終えた患者
の治療を引き続き診療所で行うなど、治療を終了した
患者が地域において継続的かつ適切な医療サービスを
適切な場所で受けることが可能となるよう努めてい
る。当地在住の患者に、継続した治療が円滑に提供で
きるよう、診療所と雲南市立病院との紹介率、及び、
逆紹介率の向上を図り「病診連携」を促進している。

訪 問 診 療

在宅医療については、「病気をかかえているが通院
ができない方」「難病・末期がんなどターミナルケア
を必要とされる方」「認知症の方」「退院後の在宅医療
フォローアップが必要な方」など様々な患者に、自宅
で安心して診療が受けられる在宅医療サービスを提供
している。また、入院が必要とされる場合や緊急時に
は、雲南市立病院等連携している医療機関と迅速に協
力してサポートする体制を維持している。
訪問診療・往診等の充実により、切れ目のない医療
を提供できるため、患者の安心感が増し、また、往診
による早期対応で好転する症例が増える等、患者に、
よりよい医療を提供できる可能性がある。今後の在宅
医療は、適応症例では患家の求めに応じて往診が可能
な体制を確保しつつ、看取りまでを見守る医師と診療
所が必要である。

各部・各科の概要
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表１　掛合診療所のあゆみ
1958年 掛合診療所建設　10月１日開所　事業費1,042万円
 　診療科目：産婦人科、外科、内科、小児科
 　職員数：医師２名、看護師５名、その他３名
 　病床数４室６名（のち10名）
1962年11月 歯科を増設
1963年 波多出張診療所を開設

 （昭和26（1951）年に波多村は、加藤医師を迎え役場敷地内、農協に隣接して国保診療所を開設、昭
和36（1961）年には石坂医師が着任されたが出身母校の金沢大学に戻られ再び無医地区になった）

1971年 医師の転出により産婦人科が廃止
1984年 掛合診療所並びに波多出張診療所改築
 （1984年９月着工、1985年４月25日竣工式）
 掛合町合併30周年記念事業の一環として実施　事業費１憶300万円
 掛合診療所改築（病棟は木造建築から鉄筋コンクリート２階建）
 診療棟の補修
 　診療科目　内科、小児科、歯科　病床数19床
 波多出張診療所移転改築　旧波多連絡所を改造
2004年 無床診療所となる
2004年７～10月 掛合診療所大規模改修工事（現診療所）
 事業費１億2,950万円 

2004年11月 市町村合併により雲南市国民健康保険掛合診療所と名称を変更　
2011年４月 院外処方の実施（㈲直方メディカルサービス）
2011年10月 市立病院の松井医師による整形外科の診療を開始（月１回）
2015年　 市立雲南病院との経営統合協議開始
2019年４月 経営統合により、雲南市立病院附属掛合診療所及び波多出張診療所となる

図１　附属掛合診療所正面とスタッフ
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Overview of Kakeya clinic.

Eiji Tsutsui

Ministry of affairs, Unnan City Hospital Kakeya clinic
Correspondence:  Eiji Tsutsui, Unnan City Hospital Kakeya clinic, Unnan City Hospital〔1312 Kakeya-cho Kakeya, Unnan, 
Shimane 699-2701, JAPAN〕
Telephone: 0854-47-7500 / Fax: 0854-47-7501
E-mail: kakeya-shinryou@city.unnan.shimane.jp


